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そ
の
他
の
質
問
事
項

・
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

・
自
治
体
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

・
ほ
ぼ
石
油
と
同
じ
油
を
作
る
藻
に
つ
い
て

・
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
等
の
消
臭
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
国
の
国
保
政
策
と
自
治
体
へ
の
影
響
に
つ

い
て

・
災
害
と
自
治
体
の
あ
り
方
・
方
向
性
に
つ

い
て

・
教
育
の
右
傾
化
と
教
育
方
針
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
財
政
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
防
災
対
策
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

・
節
電
に
よ
る
影
響
と
対
応
策
に
つ
い
て

・
民
間
で
も
設
置
で
き
る
ま
ち
の
駅
に
つ
い
て

を
決
定
し
、
市
北
部
の
拠
点
と
し
て

の
都
市
基
盤
整
備
を
行
う
計
画
で
あ

る
。
三
駅
周
辺
整
備
の
重
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
選
択
と
集
中
に
よ
り

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

図
り
、
県
内
被
災
地
で
あ
る
旭
市
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
た
が
、
こ

の
際
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
果
た

す
役
割
、
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
今
後
、
災
害
対
策
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
に
あ
た
っ
て

は
、
県
民
活
動
促
進
事
業
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
と
職
員
の
習

熟
が
初
動
体
制
の
確
立
や
そ
の
後
の

体
制
、
対
応
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
か
ら
、
毎
年
、
定
期
的
な
見

直
し
を
行
い
、
災
害
本
部
事
務
局
職

員
等
へ
の
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

今
回
の
大
震
災
で
は
被
災
地
の
多
く

の
庁
舎
が
被
害
を
受
け
、
職
員
の
多

く
も
被
災
す
る
な
ど
想
定
を
超
え
た

被
害
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う

な
状
況
下
で
も
体
制
が
と
れ
る
よ
う

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

検
証
す
る
と
と
も
に
、
各
対
策
部
に

お
け
る
更
な
る
職
員
の
習
熟
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　

文
部
科
学
省
で
は
年
間
１
か
ら
20

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
暫
定
的
な
学
校

屋
外
活
動
の
規
制
値
と
し
、
そ
の
後
、

当
面
の
対
応
と
し
て
今
年
度
は
年
間

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
を
目
指
す

と
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

時
間
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
毎
時

０
・
１
１
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

と
な
る
旨
を
記
載
し
て
い
る
。
市
全

域
の
測
定
を
念
頭
に
14
小
学
校
に
つ

い
て
測
定
し
た
が
、
最
高
値
は
毎
時

０
・
０
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

国
の
目
標
値
の
範
囲
内
と
な
っ
て
お

り
、
値
が
高
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば

測
定
回
数
を
増
や
す
な
ど
対
応
に
努

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
土
壌
に
つ

い
て
、
表
土
の
入
れ
替
え
は
土
の
廃

棄
方
法
や
廃
棄
場
所
等
々
非
常
に
困

難
で
あ
る
の
で
、
で
き
れ
ば
化
学
反

応
を
利
用
し
て
安
定
な
物
質
に
変
化

さ
せ
る
方
法
等
、
今
後
早
期
に
、
よ

り
容
易
に
放
射
能
対
策
が
と
れ
る
よ

う
な
研
究
成
果
を
期
待
し
て
い
る
。

作
物
の
損
害
額
約
３
億
円
を
東
京
電

力
へ
請
求
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地

域
全
体
の
風
評
被
害
額
に
つ
い
て
は

４
月
23
日
現
在
、
約
２
億
３
千
万
円
、

う
ち
長
生
管
内
で
は
長
ネ
ギ
、
ト
マ

ト
、
サ
ラ
ダ
ナ
等
で
約
１
億
２
千
万

円
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

製
造
業
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
被
害
や
機
械
の
不
具
合
が
生

じ
、
一
時
、
操
業
を
停
止
す
る
な
ど

生
産
が
落
ち
た
企
業
も
あ
り
、
震
災

直
後
の
電
力
不
足
に
よ
る
計
画
停

電
の
実
施
に
よ
り
、
市
内
企
業
に
お

い
て
も
製
造
工
程
の
見
直
し
な
ど
の

対
応
に
大
変
苦
労
し
た
が
、
現
在
は

震
災
前
程
度
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。
観
光
に
つ
い
て
は
、

桜
ま
つ
り
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
自
粛

や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
中
止
な
ど
の
影
響

も
あ
っ
た
が
、
本
年
も
七
夕
ま
つ
り

を
実
施
し
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

山
田　

き
よ
し　

議
員

（
緑
風
会
）

問	

旭
市
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
が
、
現
地
の
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
混

乱
を
き
た
し
て
お
り
、
参
加
者
の
士

気
低
下
や
、
慣
れ
な
い
作
業
で
怪
我

も
危
惧
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
有
資
格
者
を
１
０
０
人
程

度
増
や
す
の
が
急
務
と
考
え
る
が
。

答	

災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
平
常
時
に
は
地
域
防
災
力
の
向
上

に
努
め
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
大
規
模

災
害
時
に
お
い
て
は
自
主
防
災
組

織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

各
組
織
を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も

に
、
行
政
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

役
と
し
て
努
め
て
い
た
だ
く
も
の
で

あ
る
。
今
回
の
震
災
の
支
援
と
し
て

本
市
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
に
つ

い
て

・
有
蓋
防
火
貯
水
槽
の
普
及
に
つ
い
て

・
自
主
防
災
会
組
織
の
強
化
に
つ
い
て

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
補
助
制
度
に
つ

い
て

・
被
災
建
物
応
急
対
策
協
定
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
対
策
と

放
射
能
汚
染
に
つ
い
て

加
賀
田　

隆
志　

議
員

（
公
明
党
）

問	

昭
和
36
年
に
作
ら
れ
た
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
き
茂
原
市
地
域
防

災
計
画
が
策
定
さ
れ
、
今
ま
で
大
き

な
見
直
し
は
さ
れ
て
い
な
い
。
東
日

本
大
震
災
を
受
け
初
動
体
制
な
ど
抜

本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
今
回
は
放
射
能
汚
染
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
国

の
規
制
値
、
放
射
能
撲
滅
対
策
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答	

本
市
に
お
け
る
大
規
模
災
害
時

の
初
動
体
制
に
つ
い
て
は
、
茂
原
市

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
茂
原
市
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

災
害
と
自
治
体
の
役
割
・

産
業
政
策
に
つ
い
て

飯
尾　

暁　

議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

問	

茂
原
市
に
お
け
る
農
業
の
風
評

被
害
調
査
状
況
と
今
後
の
見
解
に
つ

い
て
、
製
造
業
・
観
光
業
に
関
し
て

も
伺
う
。
農
業
団
体
が
取
り
組
む
農

産
物
の
価
格
暴
落
で
東
京
電
力
の
責

任
に
対
す
る
損
害
賠
償
に
向
け
て
、

行
政
と
し
て
問
題
を
共
有
、
生
産
者

を
守
る
施
策
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答	

今
回
の
原
発
事
故
に
よ
る
県
内

の
農
作
物
被
害
に
つ
い
て
は
、
香
取

市
、
旭
市
、
多
古
町
の
ホ
ウ
レ
ン
草

や
春
菊
等
が
国
の
暫
定
基
準
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、
政
府
に
よ
る
出
荷

制
限
指
示
が
な
さ
れ
、
長
生
管
内
に

お
い
て
も
買
い
控
え
や
受
け
取
り
拒

否
、
価
格
の
下
落
に
よ
る
出
荷
の
自

粛
な
ど
の
風
評
被
害
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ

長
生
を
含
む
８
つ
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、

全
農
千
葉
等
の
団
体
が
協
議
会
を
設

立
し
、
出
荷
制
限
指
示
と
な
っ
た
農

自
立
な
る
災
害
対
策
に
つ
い
て

細
谷　

菜
穂
子　

議
員

（
緑
風
会
）

問	

自
立
な
る
災
害
対
策
で
茂
原
市

の
地
震
測
定
器
は
ど
こ
に
設
置
さ
れ

て
い
る
の
か
。
放
射
能
測
定
器
は
い

く
つ
あ
り
、
幼
小
中
学
校
校
庭
、
公




